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テーマ 

 

障害者福祉を考えよう 

 

ゼ ミ ナ ー ル 概 要 

目的、内容、方法等： 

 いま、障害者福祉現場で生じている課題を、できるだけ幅広い視野から具体的に問い、主体的に実

践できるようになることを目標に学習を深めます。 

 障害者福祉では、たとえば、障害とは何なのか、障害者支援のあり方とは、その法制度はどうなっ

ているのか、その欠陥や課題は何なのか、バリアフリーの現状は、障害者差別はなぜあるのか、差別

をなくしていくには何を実践すべきか、当事者運動の役割とは、ソーシャルワーカーの役割とは、な

どなど、いろんな問いの設定が考えられます。ですが、大事にしたいのは、自身で問いを見つけるこ

とです。ゼミでは各自が研究テーマを自己決定してもらいます。それによって、読むべき文献や、見

るべき現場も変わってくることになります。自分にとって、そして、社会にとって意味のある問いを

見つけるための場にできたらと思います。 

 

授業計画： 

 基本的には、『ソーシャワルワーカーのための反「優生学講座」』（現代書館）を基に、次の 3 つを

中心に演習を通して学びます（学生の希望で大きく変更します）。 

①3 年生前期では、ゼミのみなさんで対面でのディスカッションを行います。ディスカッションでは、

いくつか障害者福祉の論点（主に津久井やまゆり園事件や優生思想の問題など）について、必ず全員

が自身の考えを丁寧に説明し、議論し、整理します。ディスカッションでは、自分の言葉で話すこと、

人の話を傾聴すること、そして、「いろんな意見があるよね」で終わらさない、といったルールを設

けて行います。 

②３年生後期では、その学習を踏まえ、障害者福祉のテーマを自分で決めます。テーマを決めるため

には、自分史にも向き合いながら、他者と意見を交わし、議論を深め、自分なりの問いを見つけてい

くことが必要となります。それを逐次整理をしながら、共同で進めていきます。そして、年度終わり

（例年であれば 2 月）に４年生との合同で研究報告会を行います。その場の準備と参加を必須としま

す。 

③4 年生では、自身で立てた問いを卒論のテーマに起こし、論文としてまとめていきます。 

 ゼミでは、「何を学びたいか」「どんなところにフィールドワークをしたいか」など、積極的に表明

してください。それによってゼミの内容を組み立てていきます。 

担当教員からのメッセージ 

 

ゼミでは自由な論議を重視しています。ゼミでは気軽に、そして積極的に議論に参加するこ

とを求めていきます。自由な論議でぜひ大事にしてほしいのが、人の「いたみ」にできるだ

け寄り添ってもらいたいことです。ここでいう「いたみ」とは、傷つけられたという「痛み」

だけでなく、「悼み」という意味を含みます。つまり、過去に積み重ねられてきた人たちへ

の悼みであり、ぜひそれに何かしらの敬意を払ってもらいたいということです。実は、その

ために学習しなければならないのが歴史であり、その意義や魅力についてゼミ全般を通して

知ってもらえたらなと思っています。したがって、卒論では、かならずテーマに関する歴史

を述べてもらっています。 


